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問題番号 1　　　2　　　3 4 5 6 7
部材数 3 4 5
経験からの離れ度 0　　　　2　　　　　　3 4 1 2
荷重数 1 3 5
正答率（％） 100　　94．1　　70．6 70．6 82．4 5．88 35．3
藤木・小川・野澤：木材加工学習における構造物部材の繊維方向決定の阻害要因 185
えさせたり，練習をたくさんさせる等，指導を十分加える必要がある。
4　おわりに
　木材加工領域において，生徒が構造物の部材の繊維方向を決定するとき，正しい決定を
妨げる要因は何か，実験的な授業を通して調べた結果，次のような事が明らかになった。
　生徒が有する学習の理解度や学習意欲など内的な要因をほぼ同程度とした場合，荷重数
の増加が正しい繊維方向の決定に最も大きく影響する。次に部材数の増加が正しい繊維方
向の決定を妨げる要因になる。
　木材加工の実習題材を考える場合，複数の荷重がはたらくものについては，一つ一つの
荷重毎に詳しく説明をし練習をさせる等十分な指導が必要である。
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